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【課題の概要】 
本研究は、新生児期に産生され移動・成熟する中枢ニューロ

ンと周囲のグリア・血管細胞との相互作用とその形態学的特
性と分子基盤を、独自に開発した三次元電子顕微鏡技術
（SBF-SEM）やメタボローム解析法（PESI-MS/MS）などの
最先端解析技術を駆使して解明し、新生児の脳障害の病態解
明など臨床への展開を図ろうとする研究提案である。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
ヒトにおいては早産や出産前後の低酸素状態などがその後

の児の神経機能予後に影響するため、これらヒト生後脳研究
の基礎となる本研究を推進することの重要性は明らかであ
る。また、動物での分子細胞レベルの解析には大きな発展が
期待できる。 

 


